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平成２７年１０月１９日 

秦野市役所市長室広報課 

タイトル 
秦野市制施行６０周年・図書館開館３０周年記念 

文学講演会 源氏物語への招待 ～看取りから見た光源氏～ 

Ｗｈｅｎ    
(い つ) 

平成２７年１０月３１日(土曜日) 午後１時半～３時 

Ｗｈｅｒｅ 
(どこで) 

 市立図書館(秦野市平沢９４番地の１) 視聴覚室 

Ｗｈｏ 
(だれが) 

 市立図書館 

Ｗｈａｔ    
(なにを) 

秦野市制施行６０周年・図書館開館３０周年記念 文学講演会 

テーマ 源氏物語への招待 ～看取りから見た光源氏～ 

Ｈｏｗ      
(どのように) 

東海大学の元教授で文学博士の小林 千草(こばやし ちぐさ)氏を招

き、講演会を開催します。 

風雅な貴族であった光源氏が、夕顔・葵上・藤壺そして紫上を看取る

ことにより真の人間的成長を遂げるその過程（プロセス）を、江戸時代

の画家山本春正の挿絵を見ながら原文の素直な現代語訳で辿ります。 

Ｗｈｙ          
(な ぜ) 

秦野市制施行６０周年、図書館開館３０周年を記念して、文学講演会

を開催します。 

過去の実績 
 昨年度は古典の日・文学講演会として「源実朝の和歌の世界」を実施

し、今年度は市制施行６０周年・図書館開館３０周年記念として、「Ｔ.

Ｓエリオット」の講演会を開催しました。 

今 後 の 
取り組み 

秦野市制施行６０周年・図書館開館３０周年記念の事業として、 

１１月に「百人一首」をテーマに文学講演会を開催します。 

 また、１２月には歌人の春日いづみ氏を招き、特別講演会を開催しま

す。 

問い合わせ 教育部図書館庶務奉仕担当  秋山、山口 ０４６３(８１)７０１２ 

 

  



 

参考 

 

小林千草氏の著作である『絵入簡訳源氏物語』１～３(平凡社 ２０１３～２０１４

年)は、江戸時代のベストセラー、山本春正の「絵入源氏物語」より貴重な挿絵をすべ

て収録し、簡訳というリズミカルな現代語訳によって手軽に楽しめる本に仕上げた新し

い源氏物語。 

 

挿絵画家 山本春正 

 初代山本 春正（やまもと しゅんしょう、慶長 15年 1月 25日（1610年 2月 18日） 

- 天和 2年 9月 8日（1682 年 10月 8日））は、江戸時代初期の蒔絵師、地下歌人、国

文学者。通称は次郎三郎・次郎兵衛・治三郎。舟木と号する。蒔絵師山本家の祖。 

 

 若い頃から歌道に志して「源氏物語」の研究に没頭して写本・注釈書を収集・研究

していた京都の蒔絵師である山本春正は、初学者のための絵入本の出版を計画して慶

安３年(1650)と承応３年(1654)に「絵入源氏物語」を出版した。 


